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【資料】 

（事前送付） 

【資料①】第２期宗像市子ども・子育て支援事業計画 素案（令和元年 10 月） 

【資料②】第２期宗像市子ども・子育て支援事業計画 体系表 

【資料③】第２期宗像市子ども・子育て支援事業計画 体系表（説明用） 

【資料④】第２期宗像市子ども・子育て支援事業計画 事業概要 

（当日配布） 

【資料⑤】第２期宗像市子ども・子育て支援事業計画等策定スケジュール 

 

１ あいさつ（高杉副会長） 

 

２ 審議事項 

「第２期宗像市子ども・子育て支援事業計画（素案）」について【資料①】 

（１）第１章について 

（事務局より）「第２期宗像市子ども・子育て支援事業計画（素案）」を説明。前回

からの変更点を赤字で記載している。 

（１計画策定の趣旨）：前回は第１期計画以前の計画のことも記載していたが、第 

          １期計画からの説明をしている。 

（２第１期計画の総括）：変更なし 

（３計画の根拠と位置づけ）：前回は文章だったが箇条書きにしている。 

（４計画策定の背景）：変更なし 

（５計画の期間）：変更なし 

【委員】「宗像市子どもの未来応援計画」は何歳までが対象か？ 

⇒【事務局】子どもの貧困に焦点をあてた計画で、１８歳までを対象としている。 

【委員】子ども・子育て支援新制度が平成２７年から始まり５年経った。「無償化 

は幼児教育の現場では降って湧いてきた話。それまでは「待機児童問題」の考え 

方で「施設の充実」「保育士不足」をどう解消していくかが課題だった。いつの 



間にか、少子化対策の下の無償化が始まった。２号認定のお子さんが新たな待機 

児童にならないか不安。 

⇒【事務局】無償化の概要説明 

【委員】幼稚園・保育園等どこも属していない子どもがいるかどうかの調査はされ 

ているか？ 

⇒【事務局】各乳幼児健診に参加がなかった家庭への何かしらの対応は行っている。 

【委員】宗像市には「企業主導型保育事業」はあるか？ 

⇒【事務局】企業主導型保育施設は３カ所ある。病院内、ショッピングモール内な

どにある。 

 

（２）第２章について 

（事務局より）「第２期宗像市子ども・子育て支援事業計画（素案）」を説明。 

（１統計でみる宗像市の子ども・子育ての現状）：変更なし 

（２幼児期の教育保育、地域子ども・子育て支援事業の進捗状況）：変更なし 

（３ニーズ調査からみる宗像市の子ども・子育ての現状）：変更なし 

（４団体調査の結果）：変更なし 

（５各種調査からみる課題）：この計画は「宗像市子ども基本条例」の行動計画も

含んでいるため、この条例の「大人の責務」（保護者/市民/子ども関係施設）か

らみた課題に整理した。 

【委員】学童保育所利用者は増加している。また、特別な支援が必要な児童も増加

している。 

【委員】小学校入学前に実施される「就学相談」を受けたい保護者も増加している

ので特別支援学級も増えている。 

【委員】宗像市内の放課後等デイサービスの施設数と利用者数は把握しているか？ 

⇒【事務局】市内２０施設はあったと思う。利用者数は不明。 

【委員】他市で、子ども施策の会議に小児科医も参加しているところもある。委員

の中に小児科医も入れてもらえたら、家庭のこと虐待のことも分かるのでは。 

⇒【事務局】現在の審議員の任期は令和２年まで。次回委員選定の際の参考にする。 

【委員】ヒアリング調査の対象団体の選定方法と、ヒアリングを受けた方は施設の

長なのか、現場の方なのか教えてほしい。園長と現場の先生の意見は違うかもし

れない。 

⇒【事務局】保育所・幼稚園（認定こども園）・届出保育施設・子育て支援センタ

ーに調査を行った。保育所は、保育協会の会長園・副会長園が引き受けて下さっ

た。また、すべて園長又は代表の方が対応して下さった。現場の方の声を日頃か

ら聴いてくださっていると思うので、回答は、現場の声の内容だと思っている。 

【委員】もっと子ども基本条例を積極的に打ち出して良いのでは。子ども基本条例

がどれだけ理解されているのか、子ども基本条例をもっと見える化し、大人への

理解を求めていくことが大事では。 

⇒【事務局】ニーズ調査の中で「子ども基本条例」の認知度を調査した。就学前の

保護者の認知度は低いが、小学生の保護者はそれよりも若干高い。市民への周知

や理解に関しては力を入れていきたい。 

【委員】ハッピークローバーの認知度は高い。子どもの電話も毎年増加している。 

 

 

 



（３）第３章について【資料②】【資料③】 

（事務局より）第２期宗像市子ども・子育て支援事業計画（素案）」説明。前回 

示した「基本方針」を変更した。第２章で挙げた課題（保護者/市民/子ども関係 

施設）に対して市がそれぞれに支援していくことで整理し直した。そして、「宗 

像市子どもの未来応援計画」の視点は大事な視点だと考え、この４つの視点を持 

ってすべての事業を推進していきたいと考えている。 

【委員】「自己肯定感」は、①「愛される」②「受け入れられる」③「自分が認め 

られる」この３つが満たされれば育つもの。周りの親、先生など大人がどう関わ 

っていくかで変わっていくもの。 

【委員】子どもの意見を表明する権利（アドボガシー、宗像市子ども基本条例第７ 

条）を取り入れた視点をどこかに入れてほしい。大人が子どものために勝手に作 

っているのではなく、子どもの意見や考えが反映されるような制度的設計がほし 

い。支援する側だけでなく、支援を受ける側の意見も大事なのでは。 

⇒【事務局】基本的視点の①「子どもの権利を保障する視点」の「子どもの権利」 

中に「意見を表明する権利」も含まれている。 

【委員】保護者（特に母親）の中にも意見表明が弱い（うまく伝わらない）方もい 

る。それをいかに助けてあげれるかも必要。 

⇒【委員】ハッピークローバーは子どもの意見表明権を助ける仕組みになっている。

保護者の代弁（アドボガシー）も含めた仕組みも計画に入れてもらえたらと思う。 

⇒【事務局】意見を表明する権利も含まれている旨を見せる形で盛り込めたらと思

う。 

⇒【委員】基本的視点に入れるのがいいと思うが、文言をどこかに入れてもらえた 

らと思う。 

【委員】ここで出てくる子どもは、宗像市に住む日本国籍の子どもを指すのか？ 

⇒【事務局】国籍は問わない。１８才未満の宗像市に住む子ども。 

⇒【委員】今後、外国籍の子どもが増えると考えられる。北九州市では外国籍の子 

 どもの保護者とのやりとりの困難が生じている。今回、外国籍の子どもも含む文 

 言を入れてもらえたら次に繋がるのでは。 

⇒【事務局】基本方針１の中に「外国にルーツをもつ子どもの家庭」と記載してい 

る。 

 

（４）第４章について【資料④】 

（事務局より）本日は、別紙でお渡ししているが、最終的には素案の中にまとめて

掲載する。各事業が「宗像市子ども・子育て支援事業計画」「宗像市次世代育成

対策支援行動計画」「宗像市子ども基本条例行動計画」「宗像市子どもの未来応援

計画」のどの計画に該当するか黒丸で示している。現時点で８８事業。「成果の

目標」を掲載しているが、これも計画に載せるか否か事務局でも検討している。

今回はご意見を伺いたい。 

⇒【委員】例えば、先生の研修事業であれば、本来参加することが目的ではなくて、

研修に参加したことで先生たちの教育力がどれぐらい上がったかどうかの評価

である。しかし、研修に参加しないことには始まらないので、とりあえずは参加

者数が評価基準でもよいのでは。 

⇒【委員】「成果の目標」を載せてもよいのでは。ただ、「成果」という言葉ではな

く、「目標値」「活動の目標」と表現しては。 

⇒【委員】市として取り組まなければならない事業の基準はあるのか。 



⇒【事務局】県の計画、市の計画それぞれに載せなければならないものは、「子ど

も・子育て支援法」にある。第１章の中の計画概要の説明で県の役割、市の役割

が明確にできると思う。 

⇒【委員】ニーズ調査の結果の課題からも、現実的に出掛けて行ける場所（居場所）

が求められていると感じた。気楽に立ち寄れる継続的な場所、色々な世代が集ま

れる場所がない。コミセンや自治公民館などの身近な場所が必要だと感じた。 

⇒【委員】デンマークでは、街の一部を行政が借りて「街角クラブ」を行っている。

１０代の子どもたちが自由に使用できる。サークルや事業もできる仕組みがある。 

⇒【委員】ファミリーサポートの実施も検討してほしい。 

 

⇒計画の素案については、承認する。 

 

３ その他 

・今後のスケジュールについて 【資料⑤】 

（事務局より）今後、１１月・１２月・２月に審議会開催を予定している。量の見

込みと確保方策に関して、予算が絡む話なので、庁内で検討した後、審議会で

お示ししたいと考えている。 

・幼児教育・保育の無償化開始について 

・病児保育開始について 

（事務局より）片山医院が１０月より病児保育を開始した。 

 


